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地
域
お
こ
し
協
力
隊

徳
永
隊
員
が
語
る
！

　
一
昨
年
、
私
は
町
外
か
ら
移
住
し
、
小
幡
城
に

足
を
踏
み
入
れ
た
時
、
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　
真
昼
の
静
け
さ
の
中
、
太
陽
が
本
丸
に
差
し
込

み
、
風
と
光
と
木
々
の
ざ
わ
め
き
が
出
迎
え
て
く

れ
ま
す
。
土
塁
は
比
類
な
き
高
さ
と
巧
妙
さ
を
誇

り
、
訪
れ
た
人
に
、
あ
た
か
も
時
間
旅
行
者
に

な
っ
た
よ
う
な
興
奮
と
、
謎
め
い
た
雰
囲
気
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　
こ
の
城
跡
に
来
る
と
い
つ
も
心
が
落
ち
着
き
、
異
次
元
に
迷
い
込
ん
だ
よ
う

な
錯
覚
を
受
け
ま
す
。
再
び
入
口
に
戻
る
と
開
け
た
風
景
に
香
取
神
社
の
鳥
居

が
広
が
り
見
事
で
す
。
皆
さ
ん
も
一
度
、
足
を
踏
み
入
れ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　小幡城についての資料は乏しく、不明な点が
多く謎に満ちた城です。このため、小幡城の歴
史に関する情報を募集しています。ご協力を
お願いいたします。
【問合せ先】生涯学習課
　　　☎ ０２９－２４０－７１２２（直通）

こんな伝説も・・・
　本丸のなかにある井戸跡には、落城
のときに金の鳥を抱いたお姫様が身を投
げたという悲しい言い伝えがあります。

空堀は途中で分
岐やクランク状
に曲がる巧妙な
作り。侵入して
きた敵を混乱さ
せるような工夫
がされています。

城の中心となっていた本丸には、井戸跡が残っ
ています。

◆
 小
幡
城
跡
の
魅
力
と
は
 ◆

　
戦
国
時
代
の
城
跡
が
、
ほ
と
ん
ど
手
付
か
ず
で
現
在

も
残
っ
て
い
る
の
は
珍
し
い
こ
と
で
す
。
機
能
的
に
造

ら
れ
た
小
幡
城
は
、
実
際
に
戦
う
た
め
の
城
で
あ
り
、

そ
の
時
代
に
あ
っ
た
無
念
や
虚
し
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。
城
が
好
き
な
人
や
歴
史
的
背
景
を
知
る
人
が
、
小

幡
城
跡
を
訪
れ
る
と
、
こ
の
城
の
偉
大
さ
が
分
か
り
、

感
じ
る
も
の
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
今
後
、
城
が
好
き
な
方
や
歴
史
が
好
き
な
方
を
集
め
、

小
幡
城
に
つ
い
て
議
論
や
探
求
を
す
る「
城
サ
ミ
ッ
ト
」

を
開
催
す
る
の
も
面
白
い
で
す
ね
。

小
幡
城
跡
に
魅
せ
ら
れ
た

茨城町文化財保護審議会委員
井坂英嗣さん
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歴
史
を
物
語
る

小
幡
城

小
幡
城
跡跡

城
マ
ニ
ア
の
間
で
話
題
に
！

　
小
幡
に
あ
る
茨
城
町
指
定
史
跡
　
小
幡
城
跡
を
ご
存

知
で
し
ょ
う
か
。
遺
構
の
状
態
が
ほ
ぼ
原
型
の
ま
ま
残

り
、
迷
路
の
よ
う
に
巧
妙
な
 空
  堀
 は
迫
力
満
点
。
多
く

か
ら
 ぼ
り

の
城
マ
ニ
ア
を
惹
き
つ
け
、
そ
の
口
コ
ミ
は
ネ
ッ
ト
上

で
も
話
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
 土
  塁
 と
空
堀
に
囲
ま

ど
 
る
い

れ
た
迷
路
は
土
の
芸
術
品
」、「
幻
想
的
な
城
！
」
な
ど

非
常
に
高
い
評
価
を
得
て
、
県
外
か
ら
も
熱
心
な
城
マ

ニ
ア
が
訪
れ
ま
す
。

　
今
回
は
、
小
幡
城
跡
の
魅
力
に
つ
い
て
取
材
し
ま
し
た
。

中
世
の
城
　
小
幡
城
の
歴
史

　
小
幡
城
は
、 大
 
だ
い

 掾
 
じ
ょ
う

 詮
  幹
 の
三
男
で
あ
る
 義
  幹
 が
室
町

の
り
 も
と
 

よ
し
 も
と

時
代
（
１
４
２
０
年
頃
）
に
築
い
た
と
い
う
説
と
、 小
 
お

 田
  知
  重
 の
三
男
で
あ
る
 光
  重
 が
鎌
倉
時
代
（
１
２
２
０

だ
 
と
も
 し
げ
 

み
つ
 し
げ

年
頃
）
に
築
い
た
と
い
う
二
説
が
あ
り
ま
す
。

　
戦
国
時
代
の
文
明
年
間
（
１
４
８
１
年
頃
）
以
後
は
、

水
戸
城
の
江
戸
氏
の
支
配
下
に
入
り
、
現
在
の
城
域
約

　
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
整
備
さ
れ
た
の
は
、 元
  亀
 ～
 天
 

げ
ん
 き
 

て
ん

 正
 
し
ょ
う

 年
 
ね
ん

12 間
 （
１
５
７
０
年
代
）
と
思
わ
れ
、
府
中
城
（
石
岡
市
）

か
んの

 大
 
だ
い

 掾
 氏
を
攻
め
る
拠
点
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果

じ
ょ
う

た
し
て
い
ま
し
た
。

　
天
正
　
年
（
１
５
９
０
年
）　
月
に
は
、 豊
  臣
  秀
  吉
 

と
よ
 と
み
 ひ
で
 よ
し

18

12

の
権
力
を
背
景
に
し
た
 太
  田
 

お
お
 た

 城
 
じ
ょ
う

（
常
陸
太
田
市
）
の
 佐
 
さ

 竹
  義
  宣
 に
よ
り
、
水
戸
城
の
江
戸
氏
は
城
を
奪
わ
れ
、

た
け
 よ
し
 の
ぶ

こ
の
と
き
、
支
城
で
あ
っ
た
小
幡
城
も
落
城
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
小
幡
の
地
は
慶
長
七
年
（
１
６
０
２
年
）

の
 佐
  竹
  義
  宣
 秋
田
移
封
ま
で
直
轄
地
と
し
て
、
家
臣
の

さ
 
た
け
 よ
し
 の
ぶ

 和
  田
  昭
  為
 の
管
理
下
に
あ
り
ま
し
た
。　
　

わ
 
だ
 あ
き
 た
め

　
小
幡
城
は
こ
の
天
正
　
年
の
落
城
、
あ
る
い
は
佐
竹

18

氏
の
移
封
の
時
に
、
数
百
年
に
わ
た
る
歴
史
的
役
割
を

終
え
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
も
、
大
規
模
な
中
世
城
郭
と
し
て
、
土
塁
や
 本
 
ほ
ん

 丸
 な
ど
の
城
跡
を
は
っ
き
り
と
し
た
形
で
遺
す
小
幡
城
。

ま
る戦

国
時
代
に
自
ら
の
存
続
を
か
け
て
戦
っ
た
武
士
の
時

代
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

↑城郭の全体図
↓所在地
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◎ 別  表
   平成28年１月以降、税や社会保障の分野での手続きにおいて、マイナンバーの利用が始まり、「マイナ
ンバーの確認（番号確認）」と「本人確認」が必要になりました。

　１　本人が申告書を提出する場合
以下のア～エのいずれかの組合せの書類をご用意ください。（郵送時は写しを添付）

本　人　確　認　書　類番　号　確　認　書　類

個人番号カードの表面　轄【以下の書類から１点】　轄
・個人番号カードの裏面
・通知カード
・個人番号が記載された
　住民票又は住民票記載
　事項証明書

ア

【顔写真付き身分証明書（以下の書類から1点）】　轄
運転免許証 / 運転経歴証明書 / パスポート / 身体障害者手帳 / 精神
障害者保健福祉手帳 / 療育手帳 など

イ

【身分証明書（以下の書類から1点）】　轄
公的医療保険の被保険者証 / 年金手帳 / 介護被保険者証 / 児童扶養
手当証書/ 特別児童扶養手当証書 など
＊ 租税に関する事務の特例によるもの

ウ

【身分証明書（以下の書類から２点）】　轄　轄
国税・地方税・社会保険料・公共料金の領収書 / 印鑑登録証明書 / 
住民票の写し / 母子健康手帳 / 納税通知書 / 源泉徴収票 など

エ

　２　代理人が申告書を提出する場合
以下のア、イのいずれかの組合せの書類をご用意ください。（郵送時は写しを添付）

代理権の確認代理人の本人確認書類本人の番号確認書類

【以下の書類から1点】　轄
 ・委任状〔原本〕（任意代理人の場合）
 ・戸籍謄本（法定代理人の場合）
・税務代理権限証書
・本人しか持ち得ない書類
　（例：個人番号カード、保 
　 険証など）

【以下の書類から1点】　轄
代理人の個人番号カード / 運転免
許証 /運転経歴証明書 / パスポー
ト / 身体障害者手帳 / 精神障害者
保健福祉手帳 / 療育手帳 など

【以下の書類から１点】　轄
・個人番号カードの両面
・通知カード
・個人番号が記載された
　住民票又は住民票記載
　事項証明書

ア

【以下の書類から２点】　轄　轄
公的医療保険の被保険者証 / 年金
手帳 /介護被保険者証 / 児童扶養手
当証書 / 特別児童扶養手当証書 / 
国税・地方税・社会保険料・公共料
金の領収書 / 印鑑登録証明書 / 住
民票の写し / 母子健康手帳 /納税通
知書 / 源泉徴収票 など

イ
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【期　　間】　平成29年２月13日（月） ～ ３月15日（水）
※土日は除きますが、２月１９日及び2月2６日の日曜日は実施します。
　2月1３日・1４日は、給与所得者と年金所得者の還付申告のみとなります。

【受付時間】　午前８時４５分 ～ 午後４時
【会　　場】　茨城町役場 ２階 第２・３会議室
【日　　程】　地区により、申告日を設けています。なるべく、決められた日に申告をお願いします。

　申告が必要な方
平成2９年１月１日現在（賦課期日）、茨城町に住所を有する方で、以下に該当する方
◎事業所得（農業・営業等）、不動産所得、一時所得、譲渡所得、その他の所得があった方
◎給与所得者で次に該当する方
・給与所得以外に所得（農業･営業等の事業所得など）があった方   
・２か所以上から給与を受けた方　　　    ・年末調整が済んでいない方
・医療費控除などの各種控除を受ける方
・勤務先から茨城町へ『給与支払報告書』が提出されていない方

◎収入のない方（町内に住んでいる方の税法上の扶養になっている方は除きます。）
※ 平成28年中に収入のなかった方や非課税所得（遺族年金、障害年金、失業保険等）の方も、国民健
康保険税の算定、児童扶養手当などの受給審査資格の基礎資料になりますので、申告してください。

◎公的年金等の所得がある方で、社会保険料控除、生命保険料控除、扶養控除、医療費控除などの各種
控除を受ける方

※ 公的年金等の収入金額が400万円以下で、公的年金以外の所得が20万円以下である方については、所
得税の確定申告は必要ありませんが、医療費控除や各種控除を町県民税に反映させるためには、町県
民税の申告が必要となります。

　申告に必要な書類など  
必　要　書　類 　※申告書は会場に用意してあります。対象となる方

①マイナンバーが確認できる書類（個人番号カード、通知カード等）
※控除対象配偶者及び扶養親族、専業従事者の本人確認書類の提示は
不要ですが、申告書はマイナンバーの記載が必要です。申告者本人
が確認し記載してください。

※町外在住の親族を扶養控除する場合は、申告書に住所及びマイナン
バーの記載が必要となります。申告者本人が確認し記載してください。

②本人確認ができる書類（個人番号カード、運転免許証、健康保険被保険
者証等）
※代理人申告の場合は、「代理権の確認」、「代理人の本人確認」、「申告
者本人のマイナンバー確認」により本人確認を行います。

③印鑑（朱肉を使用する印鑑）、案内のハガキ又は申告書（送付された方のみ）

申 告 す る す べ て の 方

※ ①・②については 
　◎別表 を参照して
　ください。

本人名義の口座番号が分かるもの還 付 の 申 告 を す る 方

平成28年分の源泉徴収票 又は 支払証明書給与所得者・年金所得者

収支内訳書 又は 収入金額や経費が科目別に集計された帳簿等営業・農業・不動産所得者

収入金額や必要経費が記載された証明書、支払調書等その他の所得がある方

社会保険料、生命保険料等、医療費、寄付金等の領収書や証明書等各 種 控 除 の 証 明 書 類

町県民税申告・確定申告について【 税務課からのお知らせ 】
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町子育て支援センターでは、子育て親子に寄り添い、親子がふれあう

子どもとの絆づくりを大切にした活動を行っています。

－　詳細は、お問合せください。－
【問合せ先】　こども課　子育て支援センター　　☎ ０２９－２９１－０９８０（直通）

茨城町総合福祉センター　「ゆうゆう館」内

～ 遊 び に お い で よ～　遊　び　に　お　い　で　よ　～～ 遊 び に お い で よ～　遊　び　に　お　い　で　よ　～～～　遊　び　に　お　い　で　よ　～
222月月月

―　　活　動　予　定　　―

「子育てボランティアと遊ぼう」

★遊戯室『まんまるーむ』開放★：日曜日、祝日を除き午前９時から午後５時まで

『わいわい発表会』を開催します。
場　所：ゆうゆう館　エントランスホール、健診室
日　時：３月17日（金）午前９時30分から正午まで
～たくさんの温かい思いに包まれて、親子のふれあいのひとときを…～
　＊保健師による健康・育児相談、身体測定
　＊食の相談、乳幼児食のメニュー紹介
　＊子育てボランティア、子育て支援関係各機関（団体）の方々による発表　
　＊町内各幼児施設、関係機関（団体）の子育て支援情報の提供

★　読み聞かせ　★
～子育てボランティアによる

読み聞かせを実施しています。～
・日　時：２月１日（水）・15日（水）
　　　　　午前11時～11時15分
・場　所：遊戯室「まんまるーむ」

★　　『ミニ・セミナー』　★　
～親子でふれあって遊んだり歌をうたったり、

楽しい時間を過ごしましょう。～
日　時：平日　午前11時～11時15分
場　所：遊戯室「まんまるーむ」
＊毎回内容を変えて実施予定。詳細は月のチラシをご覧ください。
―　スケジュールにより実施しない場合があります。―

★子育て相談★ 　＊町内の未就学児とその保護者対象
日　時：２月８日（水）午前９時30分～11時30分
場　所：保健センター　健診室
内　容：保健師・管理栄養士による相談、身体計測
＊町保健センターと連携して行います。
　　　　－　予約制ではありません。
　　　　　　都合の良い時間にお越しください。－

―　活動にはボランティアの皆さんのご協力を頂いていますので、
小さいお子さん、兄弟姉妹のいるご家庭でも安心です。どうぞ気軽にご参加ください。―

9

『子育てサークル』メンバー募集について
　平成27年４月２日から平成28年４月１日までに生まれた子どもとその保護者を対象にした『子育て
サークル』のメンバーを募集します。同じ年齢の子どもを持つ親が集まり、メンバーと一緒に子どもた
ちの成長を見守り、悩みを分かち合いながら子育てを楽しむことを目標に活動します。

―　詳細は、後日紙面でお知らせいたします。―
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　事前準備をお願いします 
◎例年、申告会場は大変混み合います。円滑に受付を行うために、事前に書類の整理や計算を実施して
くださるよう、ご協力をお願いします。収支内訳書及び医療費控除の明細書等を事前に集計されてい
ない場合は、集計が済んでからの受付になります。

◎扶養については、世帯内で誰が誰を扶養するか確認をお願いします。

　申告が必要ない方 
◎所得税の確定申告を税務署に提出した方又は提出予定の方
◎給与所得者で給与以外に所得がなく、勤務先で年末調整をした方
◎町内に住んでいる方の税法上の扶養となっている方
◎公的年金のみを受給している方で、次に該当する方
　・６５歳未満の方で、公的年金収入金額が年間98万円以下の方
　・６５歳以上の方で、公的年金収入金額が年間148万円以下の方

　申告相談日程表

次の申告内容につきましては、水戸税務署にて申告をお願いします。

◎青色申告、贈与税、消費税に関する申告
◎分離課税申告（土地･建物･株式等の譲渡所得、上場株式等の配当所得、先物取引に係る雑所得等）
◎新規（１年目）の住宅借入金等特別控除（住宅ローン控除）や住宅関連の特別控除を受ける申告
◎「確定申告書控」に税務署の受付印が必要な方（町会場では税務署受付印の押印はできません）

　町の申告会場で受付できない申告

【町県民税申告についての問合せ先】
税務課　賦課グループ　 ☎029－240－7114（直通）

指　定　地　区相 談 日

給与所得や年金所得者で還付申告のみの
方の受付・相談
※ その他の所得がある方は受付できません。

2/13（月）

2/14（火）

木部・飯沼・上飯沼2/15（水）
越安・蕎麦原・駒渡・野曽
・南栗崎・南川又2/16（木）

下飯沼・下土師・奥谷2/17（金）
長岡・川根地区全域
（指定された平日に来られない方）2/19（日）

前田・馬渡・近藤・常井・瑞穂・桜の郷2/20（月）
植農・大戸2/21（火）
谷田部・小鶴2/22（水）
長岡・三島2/23（木）
矢頭2/24（金）
上野合・沼前・石崎地区全域
（指定された平日に来られない方）2/26（日）

指　定　地　区相 談 日
秋葉・南島田・神谷・生井沢
・下雨ヶ谷・上雨ヶ谷2/27（月）

鳥羽田・下座・小幡・古宿2/28（火）
五里峰・千貫桜・船渡・東永寺3/1（水）
飯塚・中山・新興・前原・金沢・中石崎3/2（木）
枡原・宮前・下石崎・若宮3/3（金）
宮ヶ崎3/6（月）
海老沢・城之内・網掛3/7（火）
小堤・駒場・神宿3/8（水）

町内全域
※混雑が予想されます。
幻 弦験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験

できるだけ、各地区日程通りに申告相談を
お願いします。

3/9（木）
3/10（金）
3/13（月）
3/14（火）
3/15（水）

町県民税申告・確定申告について【 税務課からのお知らせ 】
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茨城町マラソンサッカー大会を開催

　

11/3
（木）

　町運動公園にて、茨城町マラソンサッカー大会が
開催されました。平成16年に茨城町サッカー連盟
設立30周年を記念し開催されたこの大会は、今年
の開催で13回目。今大会には33チームが参加し、
少年団父母チーム同士の試合や、中学生対社会人の
試合など、さまざまな組み合わせで熱戦が繰り広げ
られました。世代を超えて、心からサッカーを愛す
る人たちが交流を深め、「茨城町サッカーファミ
リー」になりました。

茨城町食生活改善推進員が新たに20人誕生

　

11/17
（木）

　町健康増進課において、７月下旬から約
４か月間にわたり、茨城町食生活改善推進
員の養成講習会が行われました。全８回の
講義と調理実習で、「栄養・食生活」につ
いて学んだ20人の受講者は、最終日の17
日に酒井副町長から修了証書を授与されま
した。
　これからは「茨城町食生活改善推進員」
の一員として活動を開始します。町の健康
づくりの担い手として、保健師や管理栄養
士と連携しての地域に根ざした活躍が期待
されます。

認知症サポーター養成講座でチンドン花樹一座が寸劇

　

11/25
（金）

　認知症について正しく理解し、認知症の
方とその家族を地域で見守り支える「認知
症サポーター」を養成する講座が25日に
明光中学校で実施されました。
　当日は明光中学校の生徒と教職員が同講
座を受講。町社会福祉協議会の包括支援セ
ンターの職員から、認知症についての説明
を受けました。今回の講座では町内のチン
ドン花樹一座が、認知症の家族を題材に寸
劇を行い、認知症の症状と対応について演
じました。講座を受講した生徒は「様子が
おかしい人がいたら、自分も声を掛けてあ

げたい。」と認知症サポーターとして頼もしい感想を述べていました。
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新規就農研修生がネギの初収穫を報告10/28
（金）

茨城県水際線シンポジウム

　

10/19
（水）

　涸沼の水辺環境を活かした地域づくりについて考え
る、水際線シンポジウムが旧広浦小学校で開催され、約
300人が参加しました。
　パネルディスカッションでは、市民団体や研究者、住
民、町職員の代表など５人が登壇し、地域づくりについ
てそれぞれ意見を述べました。それらを踏まえ、茨城大
学工学部の藤田昌史准教授は「水質浄化活動や農家民泊
など、涸沼を活用した取り組みが多様化しているので、
今後に期待していきたいです。」と話しました。

　平成28年２月から町農業公社の新規就農者受入研
修事業で研修を受けている村田鉄平さんが、10月に
ネギを初収穫しました。
　この事業では、先進的な農家で栽培方法を学びなが
ら、町農業公社で貸し出した研修圃場で作付けして学
ぶ実学での研修も併せて実施しています。
　今回は、春に苗を植えたネギを秋に収穫する秋ネギ
栽培を実践したもので、初めて作付けしたとは思えな
いほど素晴らしいネギが収穫できました。今後は、周
年栽培を実践するため、春ネギに向けて苗作りからス
タートし、来春収穫を目指します。 きれいに皮を剥いたネギを持参して小林町長を

訪問し、 独立に向けて順調に研修が進んでいる
ことを報告しました。

①　５月に苗を定植しました。 ②　除草作業や土寄せ作業は
　真夏の暑い中、行いました。

③　10月下旬になってやっと
　収穫。トラクターでネギを掘
　り起こします。

④　掘り起こしたネギを手作
　業で集めます。

⑤　きれいに皮を剥きました。 ⑥　ＪＡ水戸予冷センターへ出荷
　しました。（写真は土付きのネギ
　を出荷している様子です）

出荷までの流れ
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～茨城町を好きになってくれた皆さんとの繋がりを大切にしたい～
　平成29年1月1日「いば３ふるさとサポーターズクラブ」がスタートします。
　このサポーターズクラブは、茨城町民、茨城町出身の方、茨城町にゆかりのあ
る方、茨城町が好きな方で、18歳以上であれば誰でも加入できる、いわば「茨
城町ファンクラブ」です。
　町からの情報発信やサポーターズクラブ会員による口コミなどを通して、交流
を深め、町の魅力をどんどん広めていけたらと考えています。

◆ところで「いば３」って？
　　茨城町は「茨城県」「東茨城郡」「茨城町」と「茨城」が３回付き、住所を書くときに面倒だなと思うことが多
いと思います。でもこれは今や全国的にも珍しいのです。それならば、いっそのこと愛着を持ってネーミングに
使ってしまおう！ということで、いばらきが３回＝いば３（いばさん）と名付けました。

◆入会してやることは？
・町のファンとして、「いば３ふるさとサポーターズクラブ」をPRする。
・町のツイッター、フェイスブック、インスタグラムのフォロワーになり、投稿やリツイートなどにより情報を
拡散する。
・自身のホームページや口コミなどのさまざまな機会を通じて町の魅力をPRする。
・町のイベントに参加する。（今後、サポーターズクラブ会員のオフ会なども予定しています） 

◆入会特典があります！　
・初回入会時にサポーターズクラブ会員の証となる会員証などのノベルティグッズを贈呈します。
・町の最新情報をサポーターズクラブ会員専用のツイッターなどでいち早くお届けします。
・町のコアな情報を季刊誌にしてお届けします。

◆入会案内を全戸配布しています。内容の詳細や入会方法については入会案内や町ホームページをご覧ください。
【問合せ先】秘書広聴課　☎０２９－２４０－７１２６（直通）
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《
短
歌
》

《
俳
句
》

（
評
）
早
い
も
の
で
す
ね
。
あ
っ
と
い
う
間
に
一
月
号
が

出
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
作
品
の
内
容
は
、

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
の
も
の
の
よ
う
で
す
。
田
口
（
正
）

さ
ん―

散
歩
道
に
紅
葉
が
色
づ
い
て
、
風
に
揺
ら
い
で

い
る
。
涼
し
く
な
っ
た
せ
い
も
あ
っ
て
か
、
紅
葉
の
揺

ら
ぎ
に
合
わ
せ
呼
吸
し
な
が
ら
散
歩
し
て
い
る
と
い

う
。
鶴
町
さ
ん―

柿
の
実
が
た
わ
わ
に
実
の
っ
て
空
の

青
と
因
果
を
結
ん
で
い
る
よ
う
だ
。
小
堤
さ
ん―

こ

れ
は
又
、年
末
が
近
づ
き
、暦
が
薄
く
な
っ
た
こ
と
と
、

自
然
が
色
付
い
た
こ
と
に
思
い
を
馳
せ
て
い
る
。
秋
山

さ
ん―

「
六
つ
の
花
」
と
は
、
雪
の
異
称
。
言
葉
の

つ
か
い
方
が
う
ま
い
。

【
お
詫
び
と
訂
正
】
広
報
い
ば
ら
き
12
月
１
日
号
、

岡
山
一
二
さ
ん
の
短
歌
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

誤
↓
新
穀
の
屑
米
餅
に
混
ぜ
て
や
る
古
き
鶏
舎
に
香

り
漂
う

正
↓
新
穀
の
屑
米
餌
に
混
ぜ
て
や
る
古
き
鶏
舎
に
香

り
漂
う

（
評
）
中
島
さ
ん―

晩
秋
の
雨
が
静
か
に
降
る
夜
、
世

間
の
物
騒
が
し
い
出
来
事
な
ど
を
考
え
ず
に
夜
半
ま
で

も
読
書
に
没
頭
で
き
る
、
こ
の
上
な
い
仕
合
せ
と
表

現
。〈
ス
ケ
ー
プ
ゴ
ー
ト
〉
と
は
世
間
の
不
平
や
憎
悪

を
他
に
そ
ら
す
た
め
の
身
代
り
と
い
う
聖
書
の
中
の
こ

と
ば
。
佐
久
間
さ
ん―

リ
オ
（
ブ
ラ
ジ
ル
の
旧
首
都
）

は
ブ
ラ
ジ
ル
で
行
わ
れ
た
身
体
障
が
い
の
競
技
大
会
の

メ
ダ
リ
ス
ト
達
が
帰
国
し
た
時
、
東
京
、
銀
座
で
の

歓
声
が
渦
を
巻
く
ほ
ど
の
盛
大
だ
っ
た
。
郡
司
さ
ん―

庭
の
手
入
れ
を
し
て
い
た
主
が
亡
く
な
っ
て
四
十
日
。

世
話
を
受
け
て
い
た
花
た
ち
に
も
心
が
あ
る
の
だ
ろ
う

か
ー
。
ひ
っ
そ
り
と
立
ち
つ
く
し
て
い
る
ー
。
擬
人
化

さ
れ
た
表
現
。

○
紅
葉
と
共
に
呼
吸
す
散
歩
道

田
口　

正
子（
南
川
又
）

煙
空
の
青
引
き
て
色
づ
く
柿
た
わ
わ

鶴
町
あ
い
子（
常　

井
）

煙
晩
秋
の
野
山
色
付
き
薄
暦

小
堤
美
智
子（
小　

堤
）

　

霜
柱
ぎ
ゅ
ぎ
ゅ
っ
と
踏
ん
で
氏
神
へ

田
口
す
い
子（
南
川
又
）

　

初
雪
や
児
童
手
を
取
り
登
校
す

萩
谷
彰
一
郎（
長　

岡
）

　

温
暖
の
十
一
月
に
六
つ
の
花

秋
山　

禮
子（
越　

安
）

　

月
明
り
忍
び
寄
る
窓
秋
の
宵

佐
久
間　

勲（
前　

田
）

　

初
雪
や
山
茶
花
に
ぎ
わ
う
雀
宿

山
﨑　

文
一（
大　

戸
）

　

一
人
寝
の
山
峡
の
宿
鳥
渡
る

皆
藤　

利
通（
下
土
師
）

　

ジ
ャ
リ
ジ
ャ
リ
と
音
立
て
歩
む
今
朝
の
霜

浦
井　

正
子（
宮
ヶ
崎
第
四
）

冬
の
健
康
管
理
に
つ
い
て

〜
高
血
圧
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
〜

　

冬
は
、
寒
さ
の
影
響
で
血
圧
が
大
き
く
変

動
す
る
季
節
で
す
。
寒
さ
を
感
じ
る
と
、
体

温
の
発
散
を
防
ご
う
と
し
て
血
管
が
収
縮
す

る
こ
と
が
冬
の
高
血
圧
の
原
因
の
ひ
と
つ
で

す
。
高
血
圧
を
放
っ
て
お
く
と
、
脳
出
血
や

脳
梗
塞
、
心
筋
梗
塞
、
狭
心
症
な
ど
、
命
に

関
わ
る
重
篤
な
合
併
症
を
引
き
起
こ
し
ま

す
。
冬
の
寒
い
こ
の
時
期
、
高
血
圧
を
予
防

し
て
、
楽
し
く
冬
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
！

〈
高
血
圧
と
は
〉

　

高
血
圧
と
は
、
血
圧
が
持
続
し
て
高
い
状

態
で
、
最
高
血
圧
１
４
０
ｍ
ｍ
Ｈ
ｇ
以
上
、

あ
る
い
は
最
低
血
圧
９
０
ｍ
ｍ
Ｈ
ｇ
以
上
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。
急
激
な
血
圧
上
昇
時
に

は
頭
痛
や
め
ま
い
な
ど
の
症
状
が
現
れ
ま
す

が
、
自
覚
症
状
の
な
い
方
も
い
ま
す
の
で
、

注
意
が
必
要
で
す
。

〈
高
血
圧
を
予
防
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
〉

●
食
事

　

冬
は
、
忘
年
会
や
新
年
会
な
ど
で
飲
酒
の

機
会
も
増
え
ま
す
。
飲
み
す
ぎ
て
し
ま
う

と
、
血
管
が
収
縮
し
、
血
圧
が
上
昇
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
食
事
に
よ
る
塩
分
摂
取
が
増

え
る
こ
と
も
高
血
圧
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

・
ア
ル
コ
ー
ル
は
適
量
に
す
る―

男
性
の
場

合
日
本
酒
な
ら
１
合
、
ビ
ー
ル
な
ら
５
０
０

ｍ
Ｌ
程
度
で
、
女
性
は
そ
の
半
分
が
適
量

の
目
安
と
な
り
ま
す
。

・
塩
分
を
控
え
る―

味
噌
汁
は
１
日
１
杯
程

度
と
し
、
麺
類
の
汁
は
で
き
る
だ
け
残
し

ま
し
ょ
う
。
し
ょ
う
ゆ
や
ソ
ー
ス
な
ど
の

調
味
料
は
、
そ
の
ま
ま
か
け
ず
に
小
皿
に

と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
運
動

　

適
度
な
運
動
を
行
う
こ
と
で
、
身
体
の
末

端
の
毛
細
血
管
が
開
き
、
血
液
循
環
が
よ
く

な
る
こ
と
や
、
運
動
に
よ
る
肥
満
の
解
消
で

血
圧
が
下
が
る
な
ど
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

・
有
酸
素
運
動
を
行
う―

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
水
泳
な

ど
。
膝
に
痛
み
の
あ
る
方
は
、
水
中

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
お
す
す
め
で
す
。

・
毎
日
30
分
の
運
動―

毎
日
30
分
程
度
行
う

こ
と
が
理
想
的
で
す
が
、
１
日
数
回
に
分

け
て
行
っ
て
も
効
果
的
で
す
。
ま
た
、
毎

日
行
う
こ
と
が
難
し
い
場
合
、
１
回
60
分

の
運
動
を
週
３
回
行
う
こ
と
で
も
同
じ
程

度
の
効
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※

高
血
圧
や
心
臓
病
・
腎
臓
病
な
ど
で
治
療

中
の
方
は
、
主
治
医
に
相
談
を
し
て
か
ら

に
し
ま
し
ょ
う
。

●
そ
の
他
の
日
常
生
活

・
寒
暖
の
差
に
注
意―

温
度
差
に
よ
り
血
圧

が
上
昇
し
ま
す
。
外
出
時
は
防
寒
し
、
入

浴
前
は
浴
室
を
暖
め
る
な
ど
、
こ
こ
ろ
が

け
ま
し
ょ
う
。

・
十
分
な
睡
眠
を
と
る―

睡
眠
不
足
は
血
圧

を
上
昇
さ
せ
ま
す
。
十
分
な
睡
眠
を
と
り

ま
し
ょ
う
。

・
ス
ト
レ
ス
を
溜
め
な
い―

で
き
る
だ
け
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
、
趣
味
や
友
人
と
の
交
流
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

健康増進課
（保健センター）
　札
240-7134

健康増進課（保健センター）1月の予定
日 曜日
10
11

12
13
15
16

18

20
24
28
31

火
水

木
金
日
月

水

金
火
土
火

１歳６か月児健診
健康相談
育児相談
大腸がん検体回収
（27日も同時刻に実施）
乳児健診
パパママ教室（申込者）
健診結果説明会
（桜の郷コミュニティセンター）
健診結果説明会
（ゆうゆう館）
（25日も同時刻に実施）
ごっくん教室
胃がん検診（申込者）
健康診査（ゆうゆう館）
（30日も同時刻に実施）
総合健康診査（申込者）

事　業　名 受付時間
13:00～13:30
  9:00～11:30
10:00～10:15
  8:30～10:00
13:00～13:30
10:15～10:30
13:00～14:00

13:00～13:30

  9:45～10:00
  7:00～11:00
  9:00～11:00
13:00～14:30
  7:30～11:00

○
晩
秋
の
雨
の
音
や
さ
し
読
み
耽
る

「
ス
ケ
ー
プ
ゴ
ー
ト
」至
福
の
夜
半

中
島
三
千
代（
桜
の
郷
）

煙
リ
オ
五
輪
パ
ラ
メ
ダ
リ
ス
ト
パ
レ
ー

ド
に
銀
座
の
街
は
歓
声
の
渦

佐
久
間　

勲（
前　

田
）

煙
手
入
れ
せ
し
主
は
逝
き
て
四
十
日
庭

ひ
っ
そ
り
と
花
は
た
た
ず
む

郡
司　

勝
夫（
網　

掛
）

　

夜
明
け
前
は
っ
と
息
飲
む
寒
月
に
し

ば
し
見
と
れ
る
朝
刊
手
に
し

河
野　

久
子（
昭　

和
）

　

晴
れ
着
に
て
メ
ー
ル
打
つ
手
の
細
い

指
笑
顔
の
輝
く
成
人
式

浦
井　

正
子（
宮
ヶ
崎
第
四
）

　

亡
き
姑
の
育
て
て
呉
れ
し
菊
の
花
三

年
経
し
も
咲
き
て
香
の
満
つ

田
口
す
い
子（
南
川
又
）

　

脳
ド
ッ
ク
う
し
ろ
姿
の
妻
送
る
検
査

結
果
に
満
面
笑
顔

大
場　

邦
男（
長　

岡
）

　

人
倫
に
背
き
し
少
年
反
省
を
い
じ
め

な
く
し
て
是
是
非
非
主
義
に

田
口　

正
子（
南
川
又
）

　

持
久
走
が
ん
ば
り
抜
い
た
孫
の
よ
う

す
話
し
て
く
れ
る
嫁
も
嬉
し
げ

二
宮
不
二
子（
大　

戸
）

　

宮
島
の
も
み
じ
饅
頭
孫
土
産
由
来
の

枝
折
も
可
愛
い
箱
に

秋
山　

禮
子（
越　

安
）

��
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　皆さんの地域の新しい民生委員・児童委員が決まりました。
　民生委員・児童委員は、社会福祉の精神に基づき、誰もが安心して暮ら
せるよう、高齢者や障がいのある方の見守りや子どもたちへの声かけなどを
行っています。また、介護の悩みや子育ての不安、失業や経済的困窮による
生活上の心配ごとなど、さまざまな相談に応じています。相談内容に応じて、
必要な支援が受けられるよう、町などの行政機関等とのつなぎ役になります。

茨城町民生委員・児童委員名簿
氏　　名担当地区氏　　名担当地区氏　　名担当地区

 長谷川　美代子駒場 山中　　平木部南部・上飯沼南部 浅野　榮子長岡（坂上）
 木野内　壽神宿・本郷 東ヶ﨑　静仁飯沼・上飯沼 黒田　洋子長岡（坂下・町営長岡団地）
 山西　康男海老沢 髙安　テル子下飯沼 小澤　二三子長岡第二・前田第三の一部
 小橋　嘉男城之内 萩谷　昭文下土師 青山　美枝子矢頭（東区の一部・町営矢頭団地）
 鈴木　紀子宮ヶ崎 田口　孝子赤坂・桜丘団地 小川　伊勢子矢頭（東区・北区の一部）
 竹下　道子宮ヶ崎第四・昭和 鬼澤　洋一奥谷・サングリーン奥谷 緒方　和子矢頭（西区・中丸原）
 加藤　壽一宮ヶ崎第五・第六・日進 中村　惠子越安・蕎麦原・駒渡・千勝 山口　成子植農
 髙根沢　清一網掛 佐久間　洋一野曽・野曽後谷 大瀧　かつ子谷田部
 飯田　慶子船渡・飯塚 中島　ふみ江南栗崎・南川又 佐藤　善秋小鶴
 石﨑　信夫東永寺・飯塚 関口　道子秋葉 坂田　勝則小鶴
 荻谷　節子中山・矢頭（北区の一部） 川又　　優南島田・神谷 中村　隆一小鶴・三島
 武藤　栄光新興・前原・金沢 上野　憲三増山・坂東 入之内　勝子前田第一
 大和　惠子中石崎・桝原 鳥羽田　博之鳥羽田 星野　公光前田団地
 長洲　哲夫長洲 上田　正信下雨ヶ谷・生井沢 岡部　　勇前田東・前田第三の一部
 清水　　章遠西・後谷・宮前 天神　健一上雨ヶ谷・下座 飯塚　美智子下郷・大山原
 横須賀　康則前谷・台 井川　誠之小幡 岩﨑　喜代志大畑・上郷・馬渡
 坂場　利治若宮 奥谷　健一五里峰 春秋　正弘明光台団地・桜団地
 越藤　留美子明光中学区（主任児童委員） 米川　富彦古宿・千貫桜 福田　美智子常井・近藤・瑞穂
 大貫　光一明光中学区（主任児童委員） 林　　孝和小堤 髙橋　燦租桜の郷
 別所　惠子青葉中学区（主任児童委員） 間宮　洋子小堤 林　　則子木部西部・木部東部
 上田　智夫青葉中学区（主任児童委員）

1月号

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新ししししししししししししししししししししししししししししししいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員がががががががががががががががががががががががががががががが決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決ままままままままままままままままままままままままままままままりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりままままままままままままままままままままままままままままままししししししししししししししししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた新しい民生委員・児童委員が決まりました！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！新しい民生委員・児童委員が決まりました新しい民生委員・児童委員が決まりました！！
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　茨城町観光協会では、茨城県環境アドバイザーの山口萬壽美先生をお招きして、涸沼に飛来するスズガモや白鳥な
どの野鳥について勉強会を開催します。
　美しい涸沼を歩きながら、先生の楽しいお話に耳を傾けて一緒に学習してみませんか。
　どなたでも参加できます。
講　　師　　茨城県環境アドバイザー　山口　萬壽美先生
日　　時　　平成29年1月23日（月）午前９時集合（雨天決行）
場　　所　　茨城町役場（集合）～海老沢・宮ヶ崎地区～いこいの村インフォメーションセンター
　　　　　　（町行政バスで移動します。）
申込期限　　平成29年1月13日（金）までに茨城町観光協会事務局へお申し込みください。
　　　　　　（先着25名　定員になり次第締め切らせていただきますのでご了承ください。）
参加費用　　無料
主　　催　　茨城町観光協会

【問合せ先】　茨城町観光協会事務局　☎029－240－7124（直通）

ラムサール条約登ラムサール条約登録録　～涸沼を歩こう～～涸沼を歩こう～　涸沼の野鳥を知る涸沼の野鳥を知る

　11月30日をもって退任となる民生委員・児童委員の退任式を行いま
した。
　退任者23名には、在職期間により、厚生労働大臣、県知事及び町長よ
り、社会福祉の増進に対する御労苦に対し、感謝状が贈呈されました。

【問合せ先】　社会福祉課　☎ ０２９－２４０－７１１２（直通）

民生委員・児童委員の退任式を行いました

民生委員・児童委員委嘱状伝達式

退任者の皆さん

平成29年１月１日 広報いばらき平成29年１月１日 広報いばらき
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ひろば
情報
1月号月号1月号

１4

1月の納税
○固定資産税　　　　　　　4期
○町県民税　　　　　　　　4期
○国民健康保険税　　　　　9期
○後期高齢者医療保険料　　7期
・納期限内の納付をお願いします。
・安心、便利な口座振替をご利用ください。

納期限は1月31日です。

「
第
　
回
勝
田
全
国
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」

65
の
開
催
に
伴
う
交
通
規
制
に
つ
い
て

　
ひ
た
ち
な
か
市
の
新
春
の
風

物
詩
、
勝
田
全
国
マ
ラ
ソ
ン
大
会

の
開
催
に
伴
い
、
平
成
　
年
１
月

29

　
日
（
日
）
に
ひ
た
ち
な
か
市
及

29び
東
海
村
に
お
い
て
通
行
止
め

や
片
側
通
行
な
ど
の
交
通
規
制

を
実
施
し
ま
す
。
特
に
、
ひ
た
ち

な
か
市
石
川
運
動
ひ
ろ
ば
周
辺

と
Ｊ
Ｒ
勝
田
駅
か
ら
国
道
２
４

５
号
を
結
ぶ
昭
和
通
り
は
終
日

交
通
規
制
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
国
道
２
４
５
号
は
午
前

　
時
　
分
か
ら
午
後
０
時
　
分

10

30

30

の
間
、
ひ
た
ち
な
か
市
か
ら
東
海

村
・
日
立
市
方
面
に
向
か
う
車
線

が
規
制
と
な
り
ま
す
。

　
近
所
に
お
住
ま
い
の
方
や
通

行
さ
れ
る
方
に
は
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】
ひ
た
ち
な
か
市
市

民
生
活
部
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内

　
勝
田
全
国
マ
ラ
ソ
ン
大
会
事
務
局

☎
０
２
９
（
２
７
２
）
８
４
０
５

第
　
回
大
洗
マ
ラ
ソ
ン
 サ
ン

34
ビ
ー
チ
・
マ
イ
ル
レ
ー
ス

　
大
洗
の
潮
風
を
受
け
な
が
ら
、

砂
浜
な
ど
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
と

ん
だ
コ
ー
ス
を
駆
け
抜
け
ま
す
。

▼
日
時
　
２
月
５
日
（
日
）

▼
場
所
　
大
洗
サ
ン
ビ
ー
チ
（
大

洗
町
港
中
央
）

▼
参
加
資
格
　
健
康
で
走
る
こ

と
が
好
き
な
方
（
参
加
費
無
料
）

▼
申
込
締
切
　
１
月
　
日
（
金
）

20

必
着

▼
申
込
方
法
　
問
合
せ
先
へ
直

接
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
※
Ｆ

Ａ
Ｘ
可
。
電
話
不
可
。

※
大
会
申
込
書
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

▼
種
目
　
親
子
の
部
（
小
学
生
以

下
、
小
学
２
・
３
年
）、
小
学
の

部
（
男
女
学
年
別
４
・
５
・
６
年
）、

中
学
の
部
（
男
子
・
女
子
）、
高

校
の
部
（
男
子
・
女
子
）、
一
般

の
部
（
男
子
・
女
子
）、
壮
年
の

部
（
　
歳
以
上
・
男
女
混
合
）

40

【
問
合
せ
先
】
大
洗
町
生
涯
学
習

課
　
☎
0
2
9
―
2
6
7
―
0

2
3
0

F
A
X
　
0
2
9
―
2
6
7
―

1
0
5
1

:http://www.town.oarai.lg.jp/

と
な
り
の
ま
ち
か
ら

　
公
益
財
団
法
人
・
国
際
青
少
年

研
修
協
会
で
は
、
８
コ
ー
ス
の
参

加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
体

験
を
通
し
て
、
お
互
い
の
理
解
や

交
流
を
深
め
、
国
際
性
を
養
う
こ

と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

▼
内
容
　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
文
化
交
流
、
学
校
体

験
、
英
語
研
修
、
地
域
見
学
、
野

外
活
動
な
ど

▼
研
修
国
　
英
国
、
豪
州
、
カ
ナ

ダ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
な
ど

▼
日
程
　
３
月
　
日
（
土
）
～
４

25

月
５
日
（
水
）
の
９
～
　
日
間
　

11

※
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
る

▼
対
象
　
小
学
３
年
生
か
ら
高

校
３
年
生
の
方
ま
で

▼
説
明
会
　
１
月
８
日
～
　
日
22

全
国
　
都
市
で
開
催
　
※
入
場

15

無
料
、
予
約
不
要

▼
申
込
締
切
　
２
月
３
日
（
金
）

【
問
合
せ
・
資
料
請
求
先
】
公
益

財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協

会
　
☎
０
３
（
６
４
１
７
）
９
７

２
１
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
３
（
６
４
１
７
）
９

７
２
４
　

Ｅ
メ
ー
ル
：info@

kskk.or.jp
U
RLhttp://w

w
w
.kskk.or.jp

（
東
京
都
品
川
区
西
五
反
田
７
―

1
5
―
４
　
第
２
花
田
ビ
ル
４

階
）

　
茨
城
県
内
で
「
農
業
を
始
め
た

い
」「
農
業
法
人
等
に
就
職
し
た

い
」
方
の
た
め
の
相
談
会
で
す
。

　
求
人
の
あ
る
農
業
法
人
等
が

　
数
社
、
地
域
の
就
農
支
援
協
議

20会
、
農
業
の
専
門
学
校
、
Ｊ
Ａ
や

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
が
出
展
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
就
農
の
相
談
に
対

応
し
ま
す
。

▼
日
時
　
２
月
５
日
（
日
）
午
後

１
時
～
４
時

▼
場
所
　
フ
ェ
リ
ヴ
ェ
ー
ル
サ

ン
シ
ャ
イ
ン

▼
そ
の
他
　
参
加
費
無
料
、
服
装

自
由

【
問
合
せ
先
】
公
益
社
団
法
人
茨

城
県
農
林
振
興
公
社
　
☎
０
２

９
（
２
３
９
）
７
１
３
１

小
学
生
か
ら
高
校
生
の
た

め
の
春
休
み
海
外
研
修
交

流
事
業
　
参
加
募
集

新
農
業
人
フ
ェ
ア
　
い
ば
ら
き

in

困ったら　一人で悩まず行政相談
　毎日の暮らしの中で、「街路灯の電球が切れている」、「分かりづらい道路案内標識を改善
してほしい」など、困っていること、望んでいることはありませんか。こんな時、行政相
談委員にご相談ください。町では、総務大臣から委嘱された２人の行政相談委員が活動し
ており、今月は次のとおり、行政相談を行っています。
　相談は無料・秘密厳守です。事前申し込みは不要ですので、お気軽にご利用ください。
　　　　日　　   時 １月30日（月）　午後１時～午後４時
　　　　場　　   所 茨城町役場　２階　第３会議室
　　　　相 談 委 員 石　井　敏　幸　　☎029－292－0263（代）
 海老澤　栄　子

【問合せ先】　町民協働課　☎０２９－２91－8802（直通）

1月号

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新ししししししししししししししししししししししししししししししいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員がががががががががががががががががががががががががががががが決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決ままままままままままままままままままままままままままままままりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりままままままままままままままままままままままままままままままししししししししししししししししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！新しい民生委員・児童委員が決まりました！

ラムサール条約登録 ～涸沼を歩こう～ 涸沼の野鳥を知る
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茨城町役場　★〒311-3192　茨城町小堤1080　TEL029-292-1111
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１7

認 知 症 対 応 型 介 護 保 険 施 設

豊かな緑に包まれた環境で、
安心と安らぎのある介護
サービスを提供いたします

自然豊かな涸沼の湖畔で、
ふれあいがあり、温もりが
ある介護サービスを提供い
たします

グループホーム
茨城町中石崎 159-1  ☎029-240-8117 （担当 小柴） 茨城町中石崎 1055 ☎ 029-240-8321 （担当 久保田）

ひ ぬ ま グループホーム ひぬまの杜

入
居
者
募
集

随
時
見
学
可

農業振興地域整備計画について
 『茨城農業振興地域整備計画』は、「農業振興地域の整備に関する法律」に基づき、農業を振興すべ
き地域の指定と当該地域の農業的整備のための施策の計画的推進を図ることを目的に定めた計画で
す。前回の総合見直し（平成21年度）から７年が経過しており、町を取り巻く情勢の変化等による農
業振興の方向性を再検討するため、平成29年度に総合見直しを行います。

農用地区域の除外申請等の受付休止について
　農業振興地域のうち『農用地区域』に指定されている農地は、原則的に他の用途として利用するこ
とができません。ただし、やむを得ない理由が生じ、一定の要件をすべて満たす場合に限り、農用地
区域から除外することができます。
　通常、農用地区域からの除外等の申請受付は年２回（４月と１０月）行っていますが、平成２９年度

幻 弦験験験験験験
は総合見直しに伴う事務手続きにより、４月の１回のみの受付となります。
幻 弦験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験
◇平成２９年度の農用地区域からの除外等の申請受付期間
　　　平成２９年４月３日から４月２８日まで（１回のみ／年）
※農用地区域からの除外または農用地区域への編入を検討されている方は、平成29年４月申請に向
趣 首酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒

けてご準備ください。（平成30年度の受付は、総合見直し完了後〔平成30年４月予定〕となります）
趣 首酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒

【問合せ先】　農業政策課　振興グループ　☎０２９―２４０―７１１８（直通）
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喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝

喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
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茨
城
町
産
の
「
た
け
の
こ
」
は
、
平
成

　
年
４
月
　
日
に
国
か
ら
出
荷
制
限
が
指

24

13

示
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
町
内
全

域
を
対
象
に
実
施
し
た
、
た
け
の
こ
の
放

射
性
物
質
検
査
の
結
果
、
安
定
し
て
基
準

値
を
下
回
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
　
年
９

28

月
　
日
付
け
で
出
荷
制
限
が
解
除
さ
れ
ま

21
し
た
。

　
今
後
、
た
け
の
こ
の
出
荷
販
売
に
つ
い

て
は
、
左
記
の
出
荷
前
検
査
が
必
須
と
な

り
ま
す
。

　
町
の
事
前
検
査
及
び
県
に
よ
る
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
検
査
に
よ
り
基
準
値
を
下
回
っ
た

場
合
に
限
り
、
町
で
作
成
す
る
生
産
者
台

帳
へ
登
録
の
上
、
た
け
の
こ
の
出
荷
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

　
基
準
値
を
超
え
る
た
け
の
こ
が
流
通
す

る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
生
産
者
の
皆
様
に

は
出
荷
前
検
査
へ
の
取
組
み
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
詳
細
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】農
業
政
策
課
　
振
興
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
９
（
２
４
０
）
７
１
１
８
（
直
通
）

「
た
け
の
こ
」
の
出
荷
制
限

の
解
除
に
つ
い
て

⑴
 生
産
者
か
ら
の
検
体
の
提
出

　
　
　
　
　
↓

⑵
 町
で
の
事
前
検
査

　
　
　
　
　
↓

⑶
 県
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査

※
一
週
間
程
度
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
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茨城町役場　★〒311-3192　茨城町小堤1080　TEL029-292-1111

し
ら
く

談
相・
集
募

ト
ン
ベ
イ

室
教・
座
講

♪

　
古
宿
区
で
は
、
高
年
者
ク
ラ
ブ

と
子
ど
も
会
、
育
成
会
と
と
も
に
、

区
内
の
町
道
脇
の
耕
作
放
棄
地
と

な
っ
た
水
田
に
花
壇
を
整
備
し
ま

し
た
。
ま
た
、
公
民
館
敷
地
内
の

古
宿
観
音
様
境
内
に
、
手
作
り
椅

子
を
設
置
し
た
り
、
三
世
代
で
の

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

古
 宿
 区

中
 山
 区

　
中
山
区
で
は
、地
域
住
民
が
触

れ
合
う
機
会
を
創
る
こ
と
を
目
標

に
、映
画
会
や
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
コ
ン

サ
ー
ト
、ビ
ー
ズ
や
糸
な
ど
を
編
ん

で
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
作
る
ジ
ュ
エ

リ
ー
ク
ロ
ッ
シ
ェ
講
座
を
行
い
ま
し

た
。ジュエ
リ
ー
ク
ロッシェ
作
り
で
は
、

和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
み
な
が
ら
、

創
作
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

前
 谷
 区

　
前
谷
区
で
は
、
涸
沼
自
然
公
園
内

に
お
い
て
、「
ひ
ろ
う
ら
元
気
づ
く
り

コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
で
二
年
目
と
な
る
コ
ン
サ
ー

ト
は
、
オ
ー
ボ
エ
や
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
、
和
太
鼓
演
奏
に
よ
り
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
和

太
鼓
で
は
、
子
ど
も
た
ち
も
参
加

し
、
迫
力
の
あ
る
演
奏
を
行
い
ま

し
た
。

※オーボエ：きれいな高音を奏でる木管楽器

　
沼
前
地
区
で
は
、
専
業
農
家
が

多
く
、
忙
し
い
日
々
を
送
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

と
健
康
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
、

ヨ
ガ
教
室
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
脳
の
健

康
の
た
め
、
脳
ト
レ
講
座
を
開
催

し
、
ゲ
ー
ム
感
覚
で
、
楽
し
み
な

が
ら
、
脳
の
健
康
づ
く
り
を
行
っ
て

い
ま
す
。

沼
前
地
区

平成29年１月１日 広報いばらき平成29年１月１日 広報いばらき １8
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　町では、各地区に集落支援員を配置し、地域の活性化や地域づくりの取組みに対して、様々な支援
活動を行っています。特に区の活性化等の取組みに対する補助事業「茨城町ふるさと元気づくり推進
事業」では、ふるさと元気づくりアドバイザーと一緒に事業の支援をしています。
　地域づくりのために、各地区で活発に行われている活動をシリーズでご紹介します。

【問合せ先】　町民協働課　集落支援員　☎０２９―２９１―８８０２（直通）

　
前
田
第
一
区
で
は
、

「
ふ
る
さ
と
元
気
づ
く
り

推
進
事
業
」
を
活
用
し
て

三
年
目
と
な
り
、
色
々
な

試
み
が
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
三
世
代
交
流

を
目
的
と
し
た
蕎
麦
収
穫

祭
を
開
催
し
ま
し
た
。
区

内
の
遊
休
農
地
を
開
墾
し
、

ソ
バの
種
ま
き
か
ら
収
穫
ま

で
を
行
い
、
地
区
の
子
ど

も
た
ち
も
参
加
し
て
、
楽

し
く
作
業
体
験
を
行
い
ま

し
た
。

前
田
第
一
区

　
上
飯
沼
南
部
区
で
は
、

「
あ
き
ま
つ
り
」
が
開
催

さ
れ
、
三
世
代
交
流
を
行

い
ま
し
た
。
手
作
り
の
ピ

ザ
窯
と
釜
戸
で
、
ピ
ザ
や

け
ん
ち
ん
汁
を
作
り
、
ワ

ン
マ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
を
に
ぎ

や
か
に
行
い
ま
し
た
。

上
飯
沼
南
部
区

　
上
雨
ヶ
谷
区
で
は
、「
第

一
回
三
世
代
交
流
会
」が

行
わ
れ
ま
し
た
。手
作
り
の

ピ
ザ
窯
で
焼
い
た
ピ
ザ
や

手
打
ち
そ
ば
な
ど
が
振
る

舞
わ
れ
、子
ど
も
神
輿
や

も
ち
つ
き
大
会
な
ど
に
よ

り
、大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

十
年
程
前
に
作
ら
れ
た
子

ど
も
神
輿
の
提
灯
に
は
、当

時
の
子
ど
も
た
ち
の
名
前

が
今
で
も
残
さ
れ
、そ
の
子

ど
も
た
ち
は
今
で
は
親
に

な
り
、自
分
と
子
ど
も
の

名
前
が
書
か
れ
た
お
神
輿

を
み
ん
な
で
楽
し
く
担
い

で
い
ま
し
た
。

上
雨
ヶ
谷
区

　
鳥
羽
田
区
で
は
、
「
第
三
回
鳥

羽
田
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
は
、

区
の
実
行
委
員
会
に
お
い
て
、
区
の

役
員
と
ふ
る
さ
と
元
気
づ
く
り
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
常
磐
大
学
砂
金
准
教

授
や
大
学
生
と
の
意
見
交
換
を
重

ね
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、

文
化
展
や
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大
会
の
ほ

か
に
、
大
学
生
に
よ
り
竹
馬
や
ベ
ー

ゴマ
、
あ
や
と
り
な
ど
の
昔
遊
び
の

ブ
ー
ス
を
設
け
、
子
ど
も
や
大
人
、

学
生
が
教
え
合
い
な
が
ら
昔
遊
び
に

夢
中
に
な
って
い
ま
し
た
。

鳥
羽
田
区

※カローリング：室内の床で行うカーリング。専用の石を目
標の円に転がし、点数を競うニュースポーツ
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